
４

見
ど
こ
ろ

　
　

農
業
公
園

　

68
種
７
３
０
０
本
の
ボ
タ
ン

や
73
種
２
万
５
０
０
０
株
の
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
１
０
０
種
４
０

０
０
本
の
バ
ラ
な
ど
季
節
の
花

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
芝
生

広
場
が
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の

場
に
。
入
園
料
無
料
。

　
　

田
能
遺
跡
（
資
料
館
）

　

弥
生
時
代
の
集
落
跡
を
発
掘

・
整
備
し
て
資
料
館
と
し
て
公

開
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
は

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）。
入

館
料
無
料
。
月
曜
日
休
館
（
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
も
）。

　
　

猪
名
川
公
園

　

尼
崎
市
と
豊
中
市
に
ま
た
が

る
自
然
林
を
残
し
、
公
園
と
し

て
整
備
し
て
い
ま
す
。
猪
名
川

自
然
林
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
が

こ
の
自
然
の
保
護
と
生
き
も
の

調
査
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
を
随
時
募
集

中
。
入
園
料
無
料
。

自然を満喫する　猪名川・藻川コース

モ
デ
ル
コ
ー
ス

藻
川
の
中
程
に
あ
る
宮
園
橋

か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
入

り
ま
す
。
中
州
北
端
の
折
り
返
し

地
点
か
ら
少
し
走
る
と
農
業
公
園

に
。
園
内
は
自
転
車
の
通
行
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
転
車

を
降
り
て
散
策
を
。
再
び
コ
ー
ス

に
戻
っ
て
、
猪
名
川
橋
を
渡
り
、

田
能
遺
跡
へ
。
弥
生
時
代
の
住
居

を
再
現
し
た
建
物
が
あ
り
ま
す
。

園
田
競
馬
を
過
ぎ
る
と
、
左
手
に

は
大
阪
国
際
空
港
へ
着
陸
す
る
飛

行
機
が
間
近
に
見
え
ま
す
。
右
手

に
は
猪
名
川
公
園
の
緑
が
広
が
り

ま
す
。
利
倉
橋
に
着
い
た
ら
ゴ
ー

ル
。
中
州
を
一
周
し
た
い
人
は
こ

こ
か
ら
さ
ら
に
走
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

と
し
て
未
整
備
の
た
め
、
気
を
付

け
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
北
東
部
を
流
れ
る
猪
名
川
と
藻
川

に
囲
ま
れ
た
中
州
を
巡
る
自
転
車
歩
行
者

専
用
道
路
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
で

す
。

上園橋付近から見たサイクリングロード

ＡＢＣ

ＤＥＦ

農業公園 サイクリングロード北端 上園橋北のせせらぎ

サイクリングロード南端 着陸体勢の飛行機 田能遺跡（資料館）



N

山
陽
新
幹
線

農業公園

阪急電車

園田競馬

園  田

中園橋中園橋

宮園橋宮園橋

園
田
橋

園
田
橋

西
浦
公
園

西
浦
公
園

山
陽
新
幹
線

春日神社春日神社

上園橋上園橋 田能西公園田能西公園

阪急電車

藻川藻川

名神高速道路

猪名川橋猪名川橋

猪名川猪名川

田能遺跡田能遺跡

園田競馬

園  田

藻川橋藻川橋

新南園橋新南園橋

利倉橋利倉橋

南園歩道橋南園歩道橋

戸ノ内橋戸ノ内橋

東
園
田
橋

東
園
田
橋

善
法
寺
橋

善
法
寺
橋

農業公園農業公園

猪名川公園猪名川公園猪名川公園

スロープ

中州側は一部整備されて
いますが、藻川橋付近か
らは通行できません

急な階段

スロープ

ゆるい坂

ゆるい坂

車道

車道

ここから分岐した砂利
道が堤防下にあります
が、堤防上の道へ

全周を走ると
きは、車の交
通量が多いの
で、利倉橋の
下をくぐる

車道

スロープ

スロープ

自転車を降り
て押して歩く

せせらぎ
の音が涼
しい

開けた景
色が楽し
めます

休憩できるベンチ
があります

飛行機が見える

W

W

W

（点線部分はサイクリングロードとして未整備）

凡例

土
アスファルト
砂利

トイレ

見どころ

W

W

スタート

ゴール

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｆ

平成20年７月号５

▶７２

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ア
マ
ガ
サ
キ

未来形自転車
現在兵庫県警では、一般公道で２人乗りに限り「タンデム自転車（※）」に乗ることができるよう

に検討しています。タンデム自転車の公道利用が可能となれば、視覚障害のある人なども介護者と
同乗することでサイクリングの楽しみを味わうことができます。
また、駅に人を迎えに行くときなどに、自動車の代わりにタンデ
ム自転車を利用することで、地球温暖化の防止にも役立ちます。
※複数のサドルとペダルを装備し、複数の人が前後に並んで乗り、
同時にこぐことができる自転車

モデルコース　約５ｋｍ
全周　約11ｋｍ


